
ヨハネス・ブラームス     三浦謙司［ピアノ］ 

７つの幻想曲 Op.116／３つの間奏曲 Op.117／６つの小品 Op.118／４つの小品 Op.119 
  

Kenji Miura Plays Johannes Brahms 
 

2026 年２月 23 日［月・祝］ 14：15 開場／15：00 開演 ［17：00 終演予定］ 

 プレトーク 14：30～14：50 《ブラームス後期ピアノ作品の魅力》 お話：高坂はる香（音楽ライター） 

所沢市民文化センター ミューズ マーキーホール 

全席指定 ￥2,300 メンバーズ特割 ￥1,800 

ミューズチケットカウンター 04-2998-7777 インターネット予約  所沢 ミューズ  検 索 

発売：メンバーズ 8 月 22 日［金］／一般８月 29 日［金］ 

託児：イベント託児・マザーズ〈要予約〉Tel:0120-788-222 0～1 歳:￥2,000 2 歳以上:￥1,000 

主催：公益財団法人所沢市文化振興事業団 制作協力：ヒラサオフィス 

後期ピアノ作品集 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
    

 

ヨハネス・ブラームス［1833－1897］《後期ピアノ作品集》 



Kenji Miura plays Brahms's Late Piano Works 
 

《７つの幻想曲》Op.116 カプリッチョ ニ短調／間奏曲 イ短調／カプリッチョ ト短調／間奏曲 ホ長調 

間奏曲 ホ短調／間奏曲 ホ長調／カプリッチョ ニ短調 
 

《３つの間奏曲》Op.117 間奏曲 変ホ長調／間奏曲 変ロ短調／間奏曲 嬰ハ短調 
 

《６つの小品》Op.118 間奏曲 イ短調／間奏曲 イ長調／バラード ト短調／間奏曲 ヘ短調 

ロマンス ヘ長調／間奏曲 変ホ短調 
 

《４つの小品》Op.119 間奏曲 ロ短調／間奏曲 ホ短調／間奏曲 ハ長調／ラプソディ 変ホ長調 
  

 関連企画  ２月 23 日［月・祝］14：30～14：50 ＠マーキーホール ［観覧には公演チケットが必要です。］ 

高坂はる香のプレトーク「ブラームス後期ピアノ作品の魅力」 
交響曲やソナタなど堅固な構造を持つ作品を多く残したブラームスだが、孤独感や厭世的な想いを強くした晩年に

書いた Op.116 から Op.119 のピアノ小品集は、それらとは一風異なる親密さや感傷的な雰囲気を持つ。そんな後

期の傑作が生み出された背景、楽曲の魅力を、事前に聞き取った三浦謙司の言葉を引用しながら解説する。 

◎高坂はる香［音楽ライター］ 

中央大学卒業、一橋大学大学院修了。フリーライターとして数々のピアニストや国際コンクールを取材。ショパン・

コンクール、エリザベート・コンクールなどの長期取材に基づく情報配信などを行っている。 
 
 

《2019 年ロン＝ティボー国際コンクール優勝》 
稀有なる抒情派が紡ぐ――晩年のブラームスの情熱と諦念 

 

三浦謙司［ピアノ］           Kenji Miura, Piano    
 

1993 年神戸市生まれ。4 歳よりピアノを始め、13 歳で英国政府奨学金を獲

得し単独渡英、ロンドン・パーセル・スクールにて学ぶ。その後、ベルリン

芸術大学にてクラウス・ヘルヴィヒに師事し研鑽を積む。2012 年夏にベル

リン芸術大学を中退し、音楽家の道を一度離れ、工場での仕事やボランティ

ア活動に打ち込む。しかし、友人の死をきっかけに、音楽こそが自分にとっ

ての唯一無二の存在であることを確信。働きながら受験準備を重ね、ベルリ

ン ハンス・アイスラー音楽大学に入学、音楽への情熱を再び燃やす。 

2019 年アルゲリッチを審査員長に迎えたロン・ティボー国際コンクールに

て優勝。同時に 3 つの特別賞を獲得し世界の注目を浴びる。人生の岐路で選

択した音楽への道、名門音楽院で培った技術と多様な音楽体験は、その音楽

に深みを与え、緻密かつ洗練された演奏、そして豊かな情感が聴衆を魅了し

続けている。ウィグモアホール、ベルリン・コンツェルトハウスなど世界の

一流の舞台で演奏を重ね、高い音楽性を世界に示している。2022 年 11 月に

ワーナー・クラシックスより《アイデンティティ》をリリースし、2026 年初頭には新アルバムをリリース予定。

所沢ミューズには今回初登場。 
 
 

 

 

 

 

 

チケット発売／メンバーズ：８月 22日［金］  一般：８月 29日［金］ 

ⓒHarald Hoffmann 


